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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果は、第一にコモン・ロー研究として、「インド契約法」に関する研究状況を
把握するため、ケンブリッジ大学法学部（ガートン・コレッジ）ステリオス・トファリス博士を招聘し、「インド契約
法」成立の歴史的経緯と、インド伝統的要素はむしろ契約法典成立後に裁判例を通じて明らかにした。第二に、サンス
クリット学におけるダルマ研究として、分担者を中心に来日した世界的権威、オリヴェッレ教授とメンスキー教授と意
見交換を行い、ダルマ概念はギリシア（プラトン）の「ノモイ（法律）」概念と近似することを提示した。第三に、３
年の研究期間内に関心をもつ、若手研究者及び大学院生を数名発掘、研究の示唆を与えることができた。

研究成果の概要（英文）：The results of this research can be summarized as follows;Firstly, 
the　conference on Indian Contract Law was held in September 2012 in japan. The main speaker was Dr 
Stelios Tofaris of Cambridge who recently published many articles on Indian Contract Law. After the 
conference we continue to discuss this topic.Secondly, On Dharma, Indian Traditional Law and Custom, we 
have a discussion meeting with Professor Patrick Olivelle of Texas University, Austin and Professor 
Werner Menski of SOAS of London University at the International Conference organized by RINDAS, Ryukoku 
University in December 2013. I suggested that the notion of Dharama seems to be similar to Nomoi in Greek 
(particularly Plato) in that both have the wide range of meaning of law, custom, education and rituals so 
on.Thirdly, some young scholars including graduate students, both in law and Indian philosophy, have 
become interested in this topic and they are now working on the relationship between Common law and Hindu 
law.

研究分野：コモンロー

キーワード： 西洋古典　基礎法学　仏教学　インド哲学　政治学
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初は、まず、ヒンドゥー法研究
の現状を把握することから出発した。インド
経済の急速な発展を踏まえて、インド研究の
重要性が認識され、全国の大学にいくつかの
インド研究拠点が作られていた。本研究代表
者の東京大学、同分担者の龍谷大学もインド
研究拠点の一つである。しかし、いずれの拠
点でも、ヒンドゥー法研究はなされていなか
った。唯一の例外が、京都大学の誇るサンス
クリット研究であり、その中でインドの伝統
的な法ないし社会規範としての「ダルマ」研
究であった（渡瀬信之訳『マヌ法典』（中公
文庫）同著『マヌ法典』中公新書。また、伊
狩彌介教授）の研究。本研究もこれを参考に
したが、いずれもサンスクリット学者の研究
であり、法律のテクニカルタームの翻訳につ
いては、原典の英語訳を検討する必要を痛感
した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、近代サンスクリット学の創始者
であるイギリス人ウィリアム・ジョーンズ
(William Jones 1746-1794)の法律家として
の業績を、コモン・ローの歴史とサンスクリ
ット文献解釈の両方の視点から分析するこ
とを通じて、近代ヒンドゥー法理解の原点を
解明することを目的とする。近年急速に発展
するインド研究にあって、法分野は伝統的な
インド学におけるダルマ研究と実務的ビジ
ネス法研究に分断されており、総体的に把握
する試みは全く為されていない。本研究は、
かかる研究上の欠陥を埋めるべく、インド古
典研究者等との密接な協力関係のもとに、近
代ヒンドゥー教法研究の原点に立ち返り、そ
の歴史的文脈と原資料の厳密な解釈を踏ま
えて、ヒンドゥー法研究に新しい視点を提供
することを意図している。西洋学(古典学と法
律)とインド古典学の両専門家の共同研究を
骨格とし、各チームの単独作業と共同作業を
総合する。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者チームが『イサイオス法廷弁論
集(The Speech of Isaios, London 1779)』
を分析する。古代ギリシアの弁論家のイサイ
オスの弁論集のジョーンズ翻訳は、最初の近
代語訳として評価が高く、18 世紀の古典文献
学の文脈とコモン・ローの文脈に照らして根
本的に再検討してみる。また研究分担者チー
ムでは、ジョーンズが翻訳した『マヌ法典』
中の「寄託」部分の英訳を Wendy Doniger, 
Patrick Olivelle ほかの最近の英訳、渡瀬信
之の和訳などと比較検討する。さらに、イン
ドの現地法律家達(パンディット)が当時所
有していた法資料、即ち「ダルマ・ニバンダ」
と呼ばれる一種の綱要書の分析にも着手す
る。 
 
４．研究成果 

本研究の成果は以下のように要約できる。

第一に、コモン・ロー研究として、「インド

契約法」に関する研究状況を把握するため、

新進気鋭の研究者、ケンブリッジ大学法学部

（ガートン・コレッジ）ステリオス・トファ

リス博士を招聘し、「インド契約法」成立の

歴史的経緯と、インド伝統的要素はむしろ契

約法典成立後に裁判例を通じて現れている

ことを明らかにした。 

 第二に、サンスクリット学におけるダルマ

研究として、研究分担者を中心に、国際学会

出席のため来日した世界的権威、オリヴェッ

レ教授とメンスキー教授と意見交換を行い、

ダルマ概念はギリシア（プラトン）の「ノモ

イ（法律）」概念と近似することを提示した。 

第三は、判例研究である。インド植民地時
代の判例は Vyvasthapatra と呼ばれ、梵語写
本が残されている。その公刊部分を分析する
ことにより、ヒンドゥー法の実際例を検証し、
そこにコモン・ローの原則である「先例拘束
性」が見いだされた。パンディット排除の理
由の探求については、上述のように、ジョー
ンズたち英国コモン・ローの伝統にある裁判
官は、パンディットたちの法解釈の多様性、
差異性を容認できなかったのかどうか、資料
に基づき検討した。英国側ではインドの伝統
とは逆に 19 世紀以降、「先例拘束性」が原理
に強固になっていくことも考慮し、総合的に
考察した。 
第四に、論証方法ないし説得の論理のイン
ドと西洋(英国)の比較を行った結果、
Vyavastha という名称は現在のインドの伝統
的な弁証論・論理学に近似することを提示し
た。 
最後に、三年間の研究期間内に、この分野
に関心をもつ、若手研究者および大学院生を
数名発掘し、研究の示唆を与えることができ
た。 
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